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Abstract: In this paper, we will focus on Chinese literary works that quote the Chinese 
texts in Mori Ogai’s early literary criticism “The Poetry of Critics in 22nd year of the 
Meiji era”. The purpose is to clarify how Ogai read Chinese literature in the literary 
criticism of this period. Compared with the Chinese citations of professional literary 
critics who were active in the Japanese literary world in 1887 and mentioned in Ogai’s 
literary criticism. Analyzing the characteristics of Chinese literary works quoted in 
“The Poetry of Critics in 22nd year of the Meiji era” and the time when they were 
imported into Japan. We will also consider Ogai’s writings found in the cited Chinese 
literary works. We will also consider Ogai’s notes in the cited Chinese literary works. 
In the early literary criticism, we will consider the method of quoting Chinese literature 
from Ogai, and consider the view of Chinese literature in Ogai during this period 
through the genre of criticism.















































































































































































































































































































































































































王 　 憶 氷166
詩眼」に忍月と不知庵を対照して判断するときに、鷗外がこの文を参照している。
９　例えば、唐代の随筆集『酉陽雑俎』には全書にわたって多くの読点や傍線が施され、
書き入れに「明治十四年十一月廿二日牽舟居士」とあるため、読書の時期が判明でき
る。書き入れの内容によって、この時期に読んだと推定できる本は、清代の紀昀によ
る短編小説集『槐西雜志』、幕末の漢学者である加藤霞石の編集による詩文集『品石風
雅』、明治11年（1878）に刊行された漢文雑誌『東亰今話』、李笠翁批点のある明代の
長編白話小説『金瓶梅』、明代の擬話本小説集『石点頭』等がある。
10　『鷗外全集』、第35巻、岩波書店、1975年１月　p.78
11　李攀竜の原文は「文大業也、校文大役也。秦漢以後無文矣、今目古今文十巻有之
乎。明興、一二君子天啓其衷、輒窺此契。然而一経伝誦、動駭耳目、未甞不以為不近
人情者。不知千有余歳、精気旋復、遂跨遷固、勢必至尓。滔滔者天下皆是也、而誰以
易之哉」となる（李攀竜、『滄溟先生集』、第28巻、景福堂、道光27年（1847））。
12　大庭脩、『江戸時代における唐船持渡書の研究』、関西大学東西学術研究所、1967年３
月
13　延享３年（1746）、宝暦12年（1762）、宝暦13年（1763）、天明３年（1783）、天明８
年（1788）、享和２年（1802）。
14　訳文は川邉雄大の「『東瀛詩選』編纂に関する一考察─明治漢詩壇と日中関係との
関わりを中心に─」（『日本漢文学研究』、第８号、2013年３月　p.54）を引用し、原文
は「其始猶沿襲宋季之派、其後物徂徠出、提唱古学、慨然以復古為教、遂使家有滄溟
之集、人抱弇洲之書」（曲園居士編、光緒９年序『東瀛詩選』）となる。
15　『滄溟尺牘』（宝暦元年（1751））、『李滄溟尺牘便覽』（宝暦２年（1752））、『滄溟尺
牘国字解』（明和２年（1765））、『滄明尺牘諺解』（明和４年（1767））、『滄溟尺牘児訓』
（明和６年（1769））等がある。
16　高山大毅、「『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡」、『日本漢文学研究』、第
六巻、2011年３月　pp.63−64
17　新日本古典文学大系65、『日本詩史五山堂詩話』、岩波書店、1991年８月　p.600
18　陳俊卿の原文は「作詩固難、評詩亦未易。酸鹹殊嗜、涇渭異流。浮浅者喜夸毗、豪
邁者喜遒警、閒静之人尚幽眇。以至嫣然華媚、無復体骨者、時有取焉、而非君子之正
論也。夫詩之作、豈徒以青白相媲、駢儷相靡而已哉。要中存風雅、外厳律度、有補于
時、有輔于名教、然後為得。杜子美、詩人冠冕、後世莫及、以其句法森厳、而流落困
躓之中、未甞一日忘朝廷也。孔子曰、『詩』三百、一言以蔽之、曰思無邪。以聖人之言
觀後人之詩。則醇醨不較而明矣」となる。（陳俊卿《䂬溪詩話》序、曾棗莊編『宋代序
跋全編』、第29巻、齊魯書社、2015年11月　p.780）
19　永瑢等編、『四庫全書總目』、中華書局、1965年６月　p.1785
20　『知不足斎叢書』は30集あり、清朝中期の蔵書家鮑廷博によって27巻まで刊行し、彼
の死後は子の鮑士恭によって完成される。刊行期間は41年（1776）から道光３年（1823）
までである。
21　吴凤雏、傅林辉著、『宋代笔记概论』、百花洲文芸出版社、1999年12月　p33、p36、
p47
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22　東京大学総合図書館所蔵。
23　大庭脩、『江戸時代における唐船持渡書の研究』、関西大学東西学術研究所、1967年３
月
24　合山林太郎、『幕末・明治期における日本漢詩文の研究』、和泉書院、2014年２月　
p.1
25　緒方惟精、『日本漢文学史講義』、評論社、1961年10月　pp.200-201
26　東京大学総合図書館所蔵。
27　『鷗外全集』、第22巻、岩波書店、1973年８月　p.68
